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オープンセミナー
第13回 がんサバイバーシップ第13回 がんサバイバーシップ

　   共催　国立がん研究センターがん対策情報センターがんサバイバーシップ支援部

　　　　　 北里大学大学院医療系研究科 文部科学省 多様な新ニーズに対応する「がん専門医療人材（がんプロフェッショナル）」養成プラン

Feuerstein 博士は臨床心理学を専門とし、 McGill University, 

Georgetown University, Uniformed Services University of the 

Health Sciences （2017 年に退官） などで教育 ・ 臨床 ・ 研究に

従事されました。 ご自身の脳腫瘍体験からがんサバイバーシップ

研究に取り組み、 この領域の第一人者として Handbook of 

Cancer Survivorship (2007, 2018 秋に 2 版出版予定 ), Work and 

Cancer Survivors(2009) 等の書籍も編集されています。

今回は、 がんサバイバーシップ研究の世界的な趨勢についてお話し頂きます。

Journal of Cancer Survivorship, Chief Editor
Journal of Occupational Rehabilitation, Chief Editor

Michael Feuerstein 博士
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   英語講演 
逐次通訳あり

～特別企画～

定員
300 名

参加
無料

築地キャンパス　新研究棟 1 階 大会議室 　

7 月 23日 ( 月 )　午後６時～７時半（午後５時半～受付開始）


